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2023年 12月 4日 

株式会社 明治 

TOPPAN株式会社 
 

明治と TOPPAN、「未来の売場づくり」へ向けた購買行動調査を実施 
聴覚や視覚を刺激する販促物を設置した売場で 

「興味関心」や「自分ゴト化」の働きに関連する部位の脳血流活性化を確認 
 

株式会社 明治（本社：東京都中央区、代表取締役社長：松田 克也）と、TOPPANホールディングスのグ

ループ会社である TOPPAN 株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：齊藤昌典、以下 

TOPPAN）は、2023 年 10 月に「未来の売場づくり」に繋がる「脳血流計測」を用いた購買行動調査を共同

で実施しました。 

お客さまの店頭購買行動における潜在意識を把握するために、これまではインタビューやアンケートとい

った手法で調査が行われてきました。しかし、設問の設定やインタビュー時の環境により得られる回答は、

意識下における意見であり、お客さまの無意識下の反応を定量化/可視化することは難しいとされてきまし

た。TOPPAN ではこの課題に対し、インタビューやアンケートという従来の手法に加え、視線や脳活動など

を活用した生体反応調査に取り組んでいます。 

この度、「明治ブルガリアヨーグルト」ブランドが発売 50 周年を迎えるにあたり「未来の売場づくり」の取り

組みを強化するため、TOPPAN の知見を活かし、ヨーグルトの購買行動について、生体反応を活用した調

査を実施しました。 

アンケート調査という意識的な評価に加え、脳血流という無意識的なデータを取得し、陳列方法や販促

物が、お客さまの購買行動にどのような影響を与えるかを検証しました。 

結果として、視覚と聴覚、特に聴覚を刺激する販促物を用いた売場で、「興味関心・自分ゴト化」の働き

に関連する部位の脳血流に活性化が見られ、お客様の楽しいお買い物体験にも繋がりやすいという示唆

を得られました。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 視覚・聴覚を刺激する販促物を用いた売場で「興味関心」や「自分ゴト化」に関する脳血流が

活性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヨーグルト売場における「興味関心・自分ゴト化」に関する脳血流計測値比較 

報道発表資料 

《ヨーグルト売場に関する購買行動調査》 

・視覚・聴覚を刺激する販促物を用いた売場で、「興味関心」や「自分ゴト化」の働きに関連する

部位の脳血流が活性化 

・視覚・聴覚を刺激する販促物を用いた売場が、アンケートでも「楽しい・ワクワクする」関連の項

目で高い評価を獲得 
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今回の調査では、模擬店舗を構築し、入口とヨーグルト売場の二ヶ所でデジタルサイネージ（視覚刺激＝

天気予報などの動画）と音声 POP（聴覚刺激＝明治ブルガリアヨーグルトのサウンドロゴ）を設置しました。

ヨーグルト売場において「興味関心・自分ゴト化」の働きに関連する部位の脳血流を比較したところ、販促

物が何もない売場に比べ、視覚を刺激する販促物および聴覚を刺激する販促物の双方を設置した売場の

方が、計測値が高い傾向を示しました。 

 
入口とヨーグルト売場における「興味関心・自分ゴト化」に関する脳血流計測値比較 

 

また、入口とヨーグルト売場の「興味関心・自分ゴト化」に関する脳血流計測値を比較したところ、販促物

が何もない売場や視覚刺激のみを設置した売場では計測値の低下が見られるのに対し、視覚・聴覚を刺

激する販促物双方を設置した売場では計測値が上昇するという結果が得られました。 

これらのことから、特に聴覚刺激が脳血流の活性化に影響を与えたと考えられ、例えば入口で聞きなじみ

のある明治ブルガリアヨーグルトのサウンドロゴが流れることにより、お客さまがヨーグルトに親近感を持つこ

とで商品や購買に対する自分ゴト化が促進されたと思われます。さらにその後何もない売場では「いつも通

りの買い物」として徐々に落ち着いてしまう興味関心の働きを、ヨーグルト売場でも同じサウンドロゴを聞くこ

とで、一層喚起させる効果が高いということなどが推察されます。 

 

■ アンケートでも、視覚・聴覚刺激の販促物を用いた売場が「楽しい・ワクワクする」関連の項目

で高評価 

 

 
ヨーグルト売場に対するアンケート評価 加重平均値※一覧 

※ 5段階の評価回答に重みを持たせて足し上げ、回答者人数で除算した数値。 

そう思う(+2)／ややそう思う(+1)／どちらともいえない(0)／あまりそう思わない(-1)／そう思わない(-2) 

商品を選ぶのが

楽しくなる売場
足を止めて見たくなる売場

思わず商品を

手に取りたくなる売場
思わず買いたくなる売場

新鮮さ、目新しさを

感じる売場

①販促物なし 0.96 0.96 0.74 0.78 0.57
②サイネージのみ 0.79 1.00 0.79 0.75 0.42
③サイネージ＋音声POP 1.07 1.25 1.04 1.07 0.43

提示

パターン

0.00

0.50

1.00

1.50 ①販促物なし ②サイネージのみ ③サイネージ＋音声POP

:提示パターン内、最高値



3 

アンケートによる意識的な評価でも同様の傾向が示されています。「楽しい・ワクワクする売場」関連の評

価項目について、5項目中 4項目で、視覚・聴覚を刺激する販促物双方を設置した売場で評価指標（加重

平均値）が高いという結果がみられました。ヨーグルト売場で普段流れない音が鳴る非日常感から得られる

ワクワク感に加えて、明治ブルガリアヨーグルトのサウンドロゴがアテンションとなり棚に並ぶ商品への注目

が高まった結果、お客さまが知らなかった商品と出会う機会を創出し、それが楽しいお買い物体験にも繋

がるのではないかと考えます。 

 

■ 調査結果について 
これまでの結果から、脳血流という無意識的なデータからも、アンケート調査という意識的な評価からも、

視覚と聴覚、特に聴覚を刺激する販促物によって、お客さまが「興味関心」や「自分ゴト化」に関する脳活

動を活性化させながら、より楽しくお買い物していただける体験に繋がりやすいという示唆を得られました。 

明治は本結果を踏まえ、「明治ブルガリアヨーグルト」ブランドを始めとする様々な商品において、お客さ

まに愛される製品づくりと共に、ワクワクするような買い物体験を目指し、「未来の売場づくり」に取り組んで

いきます。TOPPAN は本調査を始めとして、様々な調査手法やセンシングデバイスを活用し、企業の商品

開発・販売促進などの CX（顧客体験価値）向上支援を推進していきます。 

そして明治と TOPPAN の両社は、今後も様々な商品のマーケティングや販促を共同で進め、生活者の

「おいしさ・楽しさ」の世界を拡げ「高品質で、安全・安心な商品」を提供していきます。 

 

■ 調査概要 
調査エリア： TOPPAN株式会社 本所スタジオ 

調査対象者：30-60代女性 

調査方法： 脳血流計測、アイカメラによる視線データ取得、アンケートによる調査 

調査期間： 2023年 10月 27日～11月 3日 

有効回答数: 118 

 
＊ 本ニュースリリースに含まれる調査結果をご掲載頂く際は、以下のクレジットを必ず明記してください。 

クレジット：  明治・TOPPAN 調べ 
＊ 小数点第二位以下は四捨五入しているため、比率の合計が 100％にならない場合があります。 

 

＊ 本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 

以  上 

 


